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日
本
は
つ
い
に
、「
カ
ジ
ノ
と
戦
争
」

の
国
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
カ
ジ

ノ
と
戦
争
」
と
は
「
博
打
と
破
壊
・
殺
戮
」

の
こ
と
で
、
今
日
本
で
は
「
私
営
博
打
・

破
壊
・
殺
戮
」
は
犯
罪
で
す
。
日
本
は
、

憲
法
前
文
に
書
か
れ
て
い
る
「
平
和
を
維

持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏
狭
を
地

上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ

る
国
際
社
会
」
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
れ
、

「
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。」

こ
と
も
し
な
く
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
国

家
と
政
治
の
堕
落
で
す
。

世
界
は
激
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
誕
生
、
朴
槿
恵
大
統

領
弾
劾
、「
同
盟
」
国
で
首
長
を
巡
っ
て

大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
北

ア
フ
リ
カ
の
「
戦
争
」
は
ま
す
ま
す
拡
大

し
、
大
勢
の
難
民
が
溢
れ
出
し
、
E
U
で

は
民
族
問
題
な
ど
の
社
会
の
矛
盾
が
顕
在

化
し
、
排
外
的
な
意
識
を
む
き
出
し
に
し

た
「
右
翼
」
が
台
頭
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
一
方
で
、
ト
ラ
ン
プ
に
危
機
感
を
感
じ

た
リ
ベ
ラ
ル
派
が
歯
止
め
に
動
き
出
し
て

い
ま
す
。

右
翼
の
台
頭
は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら

続
く
新
自
由
主
義
（
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
）

と
一
体
で
、
そ
の
帰
着
す
る
と
こ
ろ
と
言

え
ま
す
。
日
本
の
動
き
は
、
こ
う
し
た
流

れ
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
、
安
倍
政
権
に

な
っ
て
か
ら
海
外
派
兵
な
ど
と
共
に
一
層

加
速
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
自
由
主
義
は
ま

た
、
中
間
層
の
破
壊
、
貧
困
層
の
増
加
、

格
差
の
拡
大
を
生
み
出
し
、
国
民
は
耐
え

難
い
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
、
黒
田
日
銀
総
裁
が
敗
北
宣

言
を
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
出
口
の
な

い
ま
ま
大
き
な
火
車
と
な
っ
て
坂
道
を
転

げ
落
ち
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
失
策
を

認
め
ず
反
省
も
な
い
安
倍
政
権
は
、
大
惨

事
を
引
き
起
こ
し
、
い
じ
め
・
差
別
な
ど

社
会
の
構
造
を
歪
め
た
福
島
原
発
事
故
の

後
処
理
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
企

業
育
成
の
た
め
イ
ン
ド
な
ど
に
原
発
輸
出

を
続
け
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
反
省
も
な
く
、

核
武
装
必
要
燃
料
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生

み
出
す
高
速
増
殖
炉
の
検
討
を
続
け
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
自
治
を
圧
殺
し
沖

縄
の
米
軍
基
地
建
設
を
強
行
し
続
け
、
日

本
の
抱
え
る
矛
盾
の
傷
口
を
広
げ
る
で

し
ょ
う
。
企
業
優
遇
・
軍
事
拡
大
は
社
会

保
障
・
教
育
の
切
り
下
げ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
高
齢
者
・
労
働
者
の
生

活
は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
り
ま
す
。

今
年
は
そ
う
し
た
傷
口
の
拡
大
を
許
す

の
か
、
押
し
と
ど
め
る
の
か
と
い
う
重
大

な
年
と
な
り
ま
す
。
特
に
、「
教
育
」
に

対
し
て
新
自
由
主
義
（
民
営
化
）
の
動
き

が
加
速
し
て
い
ま
す
。
教
育
に
関
わ
っ
た

者
と
し
て
発
言
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
生
活
」

実
現
と
、
憲
法
を
生
か
し
た
「
誇
り
あ
る

国
」
に
す
る
た
め
、
私
た
ち
は
、
仲
間
を

増
や
し
現
職
と
共
に
、
従
来
に
も
増
し
て

「
平
和
と
生
活
」「
自
由
と
民
主
主
義
」「
社

会
保
障
と
教
育
」
を
守
る
運
動
に
と
り
く

ん
で
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

以
上

日
本
の
堕
落
を
許
さ
ず
、

　
誇
り
あ
る
日
常
を
手
に

日
退
教 

会
長
　
西
澤
　
清

「年金改革法案（年金額の支給抑制）」成立
支給減　賃金下落にも連動

「マクロ経済スライド」も強化
さる12月15日に終わった臨時国会で政府・自民

党は十分な議論で国民の疑問に答えることなく、不
安を残したままで、TPP法案、IR法案（カジノ法案）、
そして前国会から継続になっていた年金改革法案を
成立させました。
今回の年金改革法案は、「将来にわたって持続可

能な年金制度を保つために」、①現役世代の平均賃
金が下がった場合の支給額は、これまで物価が上が
れば据え置かれていたが、新ルールでは賃金の下げ
幅に連動して減る。物価も賃金も下がった場合には、
下落幅が大きいほうに合わせて減る、②支給額が増
える局面では「マクロ経済スライド」を強化する。
名目支給額を低下させないのは同じだが、目減りさ
せなかった分は、まとめて物価が大幅に上がる景気
回復期に増加幅の抑制に反映させる、というもので
す。安倍政権は、2017年への持越しを嫌い、「将来
の年金がきちんと確保されるのか」という肝心の議
論をかみ合わせることなく成立させました。
（具体的内容は次号、および次回事務局だよりで）
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
、
翌
日
の
福
島
第
一
原

発
事
故
か
ら
５
年
半
が
経
っ
た
。

政
府
や
東
電
は
原
発
事
故
を
過

去
の
も
の
と
し
て
早
期
解
決
を
目

論
み
、
帰
還
政
策
を
進
め
る
中
で
、

今
、
福
島
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
日
退
教
は
２
０
１
６

年
11
月
13
日
（
日
）
〜
14
日
（
月
）

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
か

ら
39
名
の
参
加
者
で
「
福
島
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ァ
ー
『
福
島
原
発
事
故

か
ら
５
年
半
…
福
島
の
今
を
…
』」

を
実
施
し
た
。

一
日
目
は
公
立
学
校
飯
坂
温
泉

保
養
所
あ
づ
ま
荘
を
会
場
に
、
学

習
会
と
交
流
会
。
講
演
は
柴
口
正

武
さ
ん
（
浪
江
東
中
学
校
・
前
福

島
県
教
組
副
委
員
長
）
の
学
校
現

場
か
ら
の
報
告
だ
っ
た
。
柴
口
さ

ん
は
震
災
時
浪
江
中
学
校
に
勤
務

し
て
い
た
。

さ
る
８
月
１
日
、
柴
口
さ
ん
が

同
僚
の
教
職
員
と
、
校
舎
清
掃
の

為
に
５
年
半
ぶ
り
に
学
校
に
入
っ

た
時
の
映
像
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。

あ
の
日
３
・
11
が
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
た
。
書
棚
が
倒
れ
か
け
、

本
が
散
乱
し
て
い
る
図
書
室
、
机

上
や
床
に
物
が
散
ら
ば
り
、
人
が

居
な
い
だ
け
の
職
員
室
。
卒
業
式

当
日
の
三
年
生
の
教
室
の
黒
板
は

巣
立
つ
生
徒
た
ち
の
言
葉
で
埋
め

ら
れ
て
い
た
。
一
年
生
の
掲
示
板

に
は
「
原
子
力
の
利
用
」
の
習
字

と
「
い
じ
め
を
許
さ
な
い
」
掲
示

物
が
…
。

さ
ら
に
８
月
21
日
に
は
浪
江
東

中
学
校
に
入
る
。
卒
業
証
書
授
与

式
の
立
て
看
板
の
脇
に
20
数
足
の

き
ち
ん
と
揃
え
ら
れ
た
上
履
き
。

生
い
茂
っ
た
雑
草
と
雑
木
で
荒
れ

果
て
た
校
庭
。机
・
椅
子
文
書
フ
ァ

イ
ル
が
散
ら
ば
っ
た
生
徒
会
室
。

卒
業
す
る
三
年
生
の
教
室
は
巣

立
っ
て
い
く
希
望
に
満
ち
た
言
葉

の
数
々
…
。

あ
の
日
か
ら
時
間
が
止
ま
っ
た

ま
ま
の
学
校
の
風
景
は
、
た
だ
悲

し
く
虚
し
く
、
そ
し
て
悔
し
さ
と

怒
り
が
込
み
上
げ
て
き
た
。
そ
の

瞬
間
ま
で
そ
こ
に
居
た
多
く
の
人

達
の
生
活
と
、
生
徒
た
ち
の
夢
と

希
望
も
一
瞬
の
う
ち
に
奪
い
去
っ

た
。
二
度
と
戻
る
こ
と
の
出
来
な

い
過
去
だ
が
、
３
・
11
の
当
日
が

現
存
し
て
い
る
校
舎
は
私
の
胸
を

締
め
付
け
る
。

再
開
さ
れ
た
浪
江
町
の
学
校
は
、

浪
江
小
（
９
人
）
と
津
島
小
（
２

人
）
浪
江
中
（
17
人
）
の
３
校
が

同
じ
仮
校
舎
（
二
本
松
市
）
で
学

ん
で
い
る
。
震
災
前
は
１
１
５
６

人
い
た
小
学
生
が
今
は
11
人
。
３

９
８
人
い
た
中
学
生
は
17
人
。
避

難
所
の
移
動
で
転
校
を
４
〜
５
回

繰
り
返
し
た
子
も
い
る
。
元
気
が

無
く
精
神
的
に
も
病
ん
で
い
る
。

病
院
も
近
く
に
無
く
、
買
い
物
に

直
ぐ
に
行
け
な
い
距
離
で
生
活
し

て
い
る
。
転
校
先
で
い
じ
め
や
不

登
校
（
７
割
）
に
な
り
、
だ
か
ら

戻
っ
て
き
た
子
も
い
る
。
や
る
せ

な
い
気
持
ち
に
な
る
。

17
人
し
か
居
な
く
て
も
浪
江
中

の
教
職
員
と
生
徒
達
は
、
少
人
数

で
も
創
意
工
夫
し
た
文
化
祭
に
取

り
組
ん
だ
。
ふ
る
さ
と
を
知
り
ふ

る
さ
と
を
学
び
「
ふ
る
さ
と
を
創

造
」
す
る
総
合
学
習
の
発
表
。
全

校
合
唱
や
自
主
映
画
製
作
や
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地
域

や
生
徒
達
の
心
情
に
寄
り
添
っ
た

取
り
組
み
は
教
職
員
の
た
ゆ
み
な

い
努
力
な
し
に
は
で
き
な
い
。

二
日
目
は
福
島
県
教
育
会
館
で

線
量
計
を
借
用
し
、「
避
難
指
示

区
域
」（
避
難
指
示
解
除
準
備
区

域
・
居
住
制
限
区
域
）
の
村
や
町

を
バ
ス
で
巡
っ
た
。

竹
中
柳
一
さ
ん
（
福
島
退
教
・

元
福
島
県
教
組
委
員
長
）
の
案
内

で
バ
ス
は
進
む
。
川
俣
町
に
向
か

う
。
こ
こ
の
空
間
線
量
は
0
・

18
µ
ｓ
ｖ
く
ら
い
。
県
道
脇
で
は

除
染
中
の
作
業
員
や
車
両
が
連
ね

て
お
り
、
田
や
畑
に
フ
レ
コ
ン

パ
ッ
ク
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

除
染
を
し
て
も
空
間
線
量
は
低
く

な
ら
な
い
の
は
、
落
ち
葉
の
セ
シ

ウ
ム
が
土
中
に
入
り
込
む
か
ら
。

阿
武
隈
山
系
は
線
量
が
と
て
も
高

い
と
い
う
。

飯
館
村
に
入
る
。
道
路
脇
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
と
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

の
山
々
が
目
に
付
き
、
道
沿
い
に

民
家
が
続
く
が
人
は
誰
も
住
ん
で

い
な
い
。
車
中
の
線
量
は
0
・

81
µ
ｓ
ｖ
で
高
す
ぎ
る
。
政
府
は

２
０
１
７
年
３
月
31
日
で
飯
館
村

に
全
村
避
難
解
除
の
方
針
を
出
し

た
。
飯
館
村
だ
け
で
１
７
０
万
個

の
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
が
山
積
み
さ

れ
て
お
り
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
出
来

て
い
な
い
。
線
量
の
高
い
地
域
に

人
々
を
住
ま
わ
せ
る
の
は
犯
罪
行

為
で
は
な
い
の
か
と
怒
り
が
込
み

上
げ
る
。（
環
境
省
に
よ
る
と
、

「
福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
半
…
福
島
の
今
を
…
」

東
京
退
教
　
藤
崎
喜
仁

日
退
教
福
島
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

浪江駅、参加者全員で

田や畑にフレコンバックの山
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避
難
指
示
区
域
に
は
約
２
８
０
カ

所
の
仮
置
き
場
が
あ
り
、
敷
地
は

同
省
が
農
家
な
ど
か
ら
有
償
で
借

り
て
い
る
。
汚
染
さ
れ
た
土
や
草

木
な
ど
を
入
れ
た
「
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
」と
呼
ば
れ
る
黒
い
袋（
１

立
方
メ
ー
ト
ル
）
が
７
０
０
万
袋

以
上
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。
２
０

１
６
・
11
・
15
毎
日
新
聞
）

飯
桶
小
学
校
（
現
在
は
川
俣
町

に
避
難
）
に
着
く
。
線
量
は
こ
こ

も
非
常
に
高
く
0
・
80
〜
1
・
00 

µ
ｓ
ｖ
も
あ
る
。
モ
ダ
ン
な
木
造

校
舎
で
中
を
覗
く
と
慌
て
て
避
難

し
た
痕
跡
が
う
か
が
え
る
。
子
ど

も
の
姿
も
声
も
今
は
聞
こ
え
な
い
。

い
ず
れ
取
り
壊
し
に
な
る
と
い
う
。

目
に
見
え
な
い
放
射
線
が
子
ど
も

達
の
楽
し
い
日
常
を
容
赦
な
く
奪

い
去
っ
た
痕
跡
が
こ
こ
に
あ
る
。

次
に
飯
館
中
学
校
に
行
っ
た
。

線
量
は
比
較
的
低
い
。
校
庭
は
除

染
さ
れ
0
・
18
〜
0
・
22
µ
ｓ
ｖ

だ
。
こ
の
場
所
に
50
億
円
を
か
け

て
飯
館
小
学
校
と
中
学
校
を
建
設

す
る
と
云
う
。

こ
こ
か
ら
南
相
馬
市
に
向
か
う
。

７
万
人
の
人
口
が
１
万
人
に
な
っ

た
が
人
々
は
住
ん
で
い
る
。
線
量

は
0
・
12
µ
ｓ
ｖ
。

昼
食
休
憩
し
浪
江
町
に
向
か
う
。

浪
江
駅
前
で
降
り
て
商
店
街
を
歩

く
。
窓
越
し
に
中
が
見
え
る
店
や

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
下
り
た
店
舗
、
傾

き
壊
れ
か
か
っ
た
民
家
。
今
は
誰

一
人
い
な
い
。
魂
が
抜
け
落
ち
た

人
々
の
営
み
の
消
え
た
脱
け
殻
の

街
。
静
け
さ
の
中
に
沈
黙
の
怒
り

が
聞
こ
え
て
く
る
。
駅
前
の
線
量

は
1
・
21
µ
ｓ
ｖ
で
極
め
て
高
く

危
険
地
域
だ
。

し
か
し
、
人
の
動
き
は
あ
る
。

除
染
作
業
に
従
事
す
る
人
達
だ
。

絶
え
ま
な
く
車
と
信
号
だ
け
が
動

き
廃
墟
の
街
に
違
和
感
を
与
え
る
。

福
島
駅
に
戻
る
県
道
の
両
脇
は

荒
れ
た
田
畑
に
ス
ス
キ
と
セ
イ
ダ

カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
生
い
茂
り
、

そ
の
途
中
に
は
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

の
山
が
延
々
と
続
く
。
ず
ー
っ
と

見
て
い
る
と
原
発
事
故
で
全
て
の

生
活
を
奪
わ
れ
た
人
々
の
無
念
さ

と
怒
り
と
や
る
せ
な
い
気
持
ち
を

感
じ
た
。
福
島
を
訪
ね
て
自
分
の

目
で
見
て
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
語

る
こ
と
が
本
当
に
大
切
と
感
じ
た
。

福
島
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
…
。
二
日
間
の
行
動
の
受
け

入
れ
、
そ
の
準
備
に
お
世
話
い
た

だ
き
、
ま
た
、
折
々
に
貴
重
な
話

を
し
て
い
た
だ
い
た
福
島
県
退
教

住
谷
会
長
、
浦
井
事
務
局
長
、
バ

ス
で
の
視
察
に
あ
た
り
被
災
地
の

現
況
・
課
題
を
細
か
く
お
話
い
た

だ
い
た
竹
中
さ
ん
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

12月10日、日比谷野外音楽堂に3800人が
結集しました。（この日は全国33箇所で同
主旨の集会がもたれました。）日退教は関
東ブロック単会から数十名が参加、さらに
沖縄県から沖縄県退教・平安事務局長、沖
縄高退教・松田事務局長も参加しました。

沖縄県の北部に位置するやんばるの森は、
貴重な動植物、昆虫が生き、生物多様性に
富む、自然豊かな森です。政府はこの森を
切り裂き、危険極まりないオスプレイの離
発着施設を強行しています。抗議する住民・

市民を排除するため、全国から機動隊員を投入しています。
東京集会では佐高信さんの連帯アピールがあり、武田真一郎さん（成蹊大

教授）から辺野古新基地建設裁判の問題点の指摘がなされました。和解条項
にあった「協議」を尽くすことなく、裁判となり、さる９月16日、福岡高裁
那覇支部は政府の主張どおりの判決を下しました。本来の争点である「翁長
沖縄県知事が行った埋め立て承認取り消し」が違法かどうかを審査するので
はなく、「仲井眞前知事が行った埋め立て承認」が違法かどうかを審査し、
そして「反対する民意に沿わないとしても、基地負担軽減を求める民意に反
するとは言えない」「辺野古が唯一であり、移設がなければ普天間基地が固定
される」と裁判官自らが政
府の主張を代弁しました。

高江と辺野古の新基地
建設に反対する沖縄県民
と「本土」の市民は、固く
手を結び合うことを確認
し、厳しい寒さの師走の午
後の銀座をデモ行進しま
した。（最高裁は12/20にも
棄却判決かと言われてい
る）

日退教第７次沖縄交流（その２、10月２日〜３日）台風18号の直撃受ける
日退教第７次沖縄交流は、４月のその１（辺野古座り込み）に続き、その

２として企画されました。しかし、「合同学習会・交流懇親会・高江抗議行
動への参加」は、台風18号の影響で、残念ながら合同学習会だけの実施とな
りました。学習会は「高江・辺野古の勝利に向けて」と題し　真喜志好一さ
んの講演をうけ、高江オスプレイパッド建設反対闘争の現状を学びました。
高江の現地のたたかいには参加できませんでしたが、貴重な学習の場となり
ました。（参加者26名）

「高江オスプレイ・パッド、辺野古新基地の
建設を許さない！東京集会」

〜最高裁は沖縄の民意に応える判決を〜
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講座「避難校からみた原発震災」

日比谷野音を埋め尽くして

銀座デモに出発
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◆
編
集
後
記
◆

２
０
１
６
年
８
月
、
私
が
参
加
し
た
現
職
組
合
東

部
地
域
教
研
の
講
師
で
あ
る
福
島
県
教
組
郡
山
支
部

元
書
記
長
が
持
参
さ
れ
た
資
料
の
中
に
、「
3
・
11
」

で
発
生
し
た
福
島
第
一
原
発
事
故
の
「
時
系
列
表
」

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
地
震
発
生
の

14
時
46
分
か
ら
１
分
後
、稼
働
中
の
全
原
子
炉
が「
自

動
停
止
」、
15
時
37
分
、
原
発
全
体
が
「
電
源
喪
失
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
想
定
外
の
大
津
波
」

で
「
自
家
発
電
器
」
が
停
止
し
「
原
子
炉
冷
却
装
置
」

が
「
稼
働
不
能
」
と
い
う
事
故
直
後
の
「
公
表
」
は

「
虚
偽
」
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
実
際
は
、
津
波
以
前
に
「
原
発
稼
働
用
電

源
」
で
あ
る
変
電
所
が
地
震
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

も
と
も
と
、
原
子
炉
設
置
場
所
は
「
冷
却
用
海
水

汲
み
上
げ
の
必
要
」
か
ら
高
さ
を
海
面
に
近
づ
け
る

た
め
、
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
掘
り
下
げ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
「
地
下
水
問
題
」
の
一
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
谷
状
の
低
地
を
埋
め
立
て
た
軟
弱
な

地
盤
の
上
に
「
変
電
所
」
を
設
置
し
た
た
め
、
地
震

の
振
動
で
機
能
停
止
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
「
危
険
性
」
を
指
摘
し
た
学
者
も
い
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
結
局
、「
安
全
性
無
視
の
原
発
立
地
」

自
体
が
大
事
故
を
生
み
、「
安
全
神
話
」
に
よ
り
事

故
発
生
を
想
定
し
た
対
応
策
が
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
事
故
の
収
拾
を
一
層
困
難
に
す
る
事
態
を
生
む

こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。�

（
し
）
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「
中
国
に
対
す
る
日
本
の
侵
略
を

学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
四
泊
五
日

の
旅
行
に
参
加
し
、
侵
略
の
事
実
に

自
分
が
あ
ま
り
に
無
知
で
あ
っ
た
こ

と
に
気
付
き
、
愕
然
と
し
た
。
と
く

に
、
１
９
３
２
年
９
月
16
日
の
平
頂

山
虐
殺
事
件
に
つ
い
て
は
事
件
の
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
さ
え
も
承
知
し
て
お
ら

ず
、
８
０
０
体
の
遺
骨
を
目
に
し
た

と
き
は
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

赤
ん
坊
や
子
ど
も
を
抱
き
し
め
た
ま

ま
遺
骨
に
な
っ
た
人
た
ち
を
、
侵
略

者
の
子
孫
で
あ
る
日
本
人
は
見
な
け

れ
ば
中
国
の
人
と
交
流
で
き
な
い
と

思
っ
た
。

私
の
住
む
神
奈
川
県
藤
沢
市
で
は
、

中
学
の
歴
史
・
公
民
分
野
で
育
鵬
社

の
教
科
書
が
使
わ
れ
て
お
り
、
現
在

私
は
「
藤
沢
の
教
科
書
・
採
択
問
題

に
と
り
く
む
会
」
に
入
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
を
担
当
し
て
い

る
。育

鵬
社
の
教
科
書
に
は
「
満
州
国

の
発
展
」
と
い
う
項
が
設
け
ら
れ
、

「
実
質
的
に
日
本
の
支
配
下
に
置
か

れ
た
満
州
国
で
は
、
政
治
や
経
済
の

整
備
が
進
め
ら
れ
、
日
本
企
業
が
進

出
し
て
重
工
業
が
発
展
し
、
日
本
の

多
く
の
農
民
も
開
拓
民
と
し
て
入
植

し
ま
し
た
。
…
人
口
も
増
加
し
続
け

ま
し
た
。」
と
あ
り
、
奪
い
取
っ
た

土
地
で
現
地
の
人
た
ち
を
虐
殺
し
た

こ
と
、
満
蒙
開
拓
団
の
人
た
ち
が
敗

戦
直
後
に
逃
げ
惑
っ
た
こ
と
、
中
国

の
人
た
ち
が
満
州
に
遺
棄
さ
れ
た
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
こ
と
な

ど
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

21
世
紀
に
入
り
、
日
本
社
会
の
右

傾
化
は
止
ま
ら
な
い
。
１
９
９
７
年

１
月
に
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ

く
る
会
」
が
誕
生
し
た
と
き
、
こ
れ

は
相
当
ま
ず
い
事
態
と
思
い
、
こ
の

よ
う
な
動
き
に
反
対
す
る
女
た
ち
の

緊
急
ア
ピ
ー
ル
運
動
に
参
加
し
た
が
、

あ
の
侵
略
戦
争
さ
え
も
ア
ジ
ア
の
解

放
に
役
立
っ
た
と
書
き
た
て
て
、
日

本
は
正
し
か
っ
た
と
主
張
す
る
教
科

書
が
実
際
に
使
わ
れ
る
事
態
と
な
っ

て
い
る
。
歴
史
を
直
視
し
な
い
で
諸

外
国
と
の
友
好
は
図
れ
る
の
だ
ろ
う

か
？
南
京
事
件
も
知
ら
な
い
、
７
３

１
部
隊
の
細
菌
戦
も
知
ら
な
い
日
本

人
が
中
国
人
と
付
き
合
え
る
の
だ
ろ

う
か
？

今
回
の
旅
行
に
参
加
し
て
、
私
の

退
職
後
活
動
と
し
て
始
め
た
「
藤
沢

の
教
科
書
・
採
択
問
題
に
と
り
く
む

会
」
の
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

地
域
の
若
者
た
ち
に
本
当
の
こ
と
を

語
る
活
動
を
始
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

黒竜江省社会科学院の皆さんと参加者

侵華日軍七三一部隊遺址

第
３
回
東
ア
ジ
ア
海
外
研
修
旅
行
に
参
加
を
し
て

神
奈
川
県
藤
沢
市　

山
崎　

公
江


